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活動の目的

映画館のない真庭で、映画祭を開催する。１つのテーマ
を多面的に楽しみ学ぶ機会をつくり、多面的な視野を持つ
ことの面白さや大切さを地域でともに学びたい。また、ゲ
ストを招き、普段の里山生活では知ることのできない世界
や景色、文化や民族、歴史について、地域内外の人ととも
に理解を深めたい。複数の専門家の話しを生で聞くことで、
マスメディアやインターネットにはない学びを得ることが
でき、メディアリテラシーの勉強にもなるだろう。テーマ
はドイツ、サブテーマは共生社会とする。ドイツは映画史
において歴史があり、当地真庭市は東京オリパラ2020の共
生ホストタウンとしてドイツをお迎えする。また、この機
会に、昨年の映画祭テーマ、ポーランドについてもさらに
学びを深めたい。映画ならではのスペシャルなまなびの場
づくりを行い、映画による地域文化振興を目指す。

活動の内容及び経過

●スケジュール：４～６月作品選定・企画検討（コロナ感
染拡大、５月緊急事態宣言なども受け、企画検討保留時期
あり）、７月概要決定、８月宣伝、９月実施
●内容：ドイツ映画を３日間上映（計７作品・計９回上映）
／ゲスト（計４名）を招いての特別講演会・対談及びトー
クショーの実施／トーク時の手話通訳実施※申込制／特別
講演会・対談のオンラインライブ配信※申込制／共生社会
についての地域座談会の開催／地元クラフトビール、ドイ
ツ料理とドイツテクノ音楽（DJ）のビアガーデンを開催
（２晩）／地元温泉地の宿泊パック企画の実施※申込制／無
料託児の実施※申込制
●コロナ対策：マスク着用／座席は１席空けて、定員半分
以下に設定／各回終了後の会場除菌、換気の徹底、受付に
は飛沫防止スクリーンを設置／ビアガーデンのドイツ料理
はふた付きのお弁当タイプ／特別講演のオンラインライブ
配信／YOUTUBE観賞可作品上映

活動の成果・効果

１月の申請時では予想できなかったコロナ禍で、企画保
留・練り直しもあったが、多くの方のご協力を受け、映画
祭を開催することができた。ドイツは映画大国で優れた映
画が多く、作品選定は困難だったが、サブテーマ共生社会、
ドイツ再統一30周年、地元地域にしっかり向き合い選んだ。
東ドイツ製作作品など、特別に本国からお借りし、貴重な
上映もできた。熱心な映画人から一般的に映画を楽しむ人
まで、多くの方に喜ばれるプログラムを組むことができた。
また、トーク時の手話通訳（予約制）は、文化的な内容に

手話通訳が付くことは珍しく、大変好評だった。自然エネ
ルギーについてのドイツ総領事と真庭市長による特別講演・
対談のほか、地元若者団体による地元クラフトビールのビ
アガーデン（地元飲食店によるドイツ料理やドイツテクノ
DJ音楽付）や温泉地とのコラボ企画など、真庭地域の魅力
を活かした映画祭となった。また、コロナ禍を鑑みて、オ
ンラインでの映画鑑賞、講演・対談配信も行うことができた。

今後の課題と問題点

オンラインライブ配信の導入は新チャレンジだったので、
機材のレンタルから、撮影・スイッチングの練習（カメラ
切り替え）、配信確認など本番直前にリハーサルを重ねた
（予想外に時間をとられることにもなった）。通常の映画・
映像制作は、撮影したものを編集する。ライブ配信は、そ
の場でカメラを切り替え、画面を編集し、視聴者に伝える
のでアプローチが異なる。また、昨年からの課題だが、連
携企画が多岐にわたりプログラムが充実していくと、多く
の方に喜ばれる一方で、ボランティアベースの実施に限界
がある。
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